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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】アルツハイマー型認知症（DAT）患者においてうつ症状は頻度が高いが、臨床的評価が困
難となることが多い症状の一つである。DAT 患者のうつ状態の生物学的基盤は明らかではないが、
うつの重症度や存在を示す客観的な指標があれば、臨床上有用である。今回、我々は、脳血流 SPECT
画像全自動ROI解析プログラム（3DSRT）を用いてDAT患者におけるうつ症状と局所脳血流（rCBF）
の関連性について検討した。 
【方法】対象は、DSM-IV にて DAT と診断され、抗うつ薬、選択的アセチルコリンエステラーゼ阻
害薬を服用していない患者（n=35）である。全患者に対し、Neuropsychiatric Inventory （NPI）、
Tc-99m-ECD SPECT 検査を施行した。DAT 患者のうつ症状の評価については NPI の不快/うつ項目
を用いて行い、うつ症状が合併するとされた群（D 群：n=17）と、うつ症状を合併しないとされた
群（ND 群：n=18）に分類した。全患者の SPECT 画像を、3DSRT を用いて解析し、両側の脳梁辺
縁、中心前回、中心、頭頂、角回、側頭、後大脳、脳梁周囲、レンズ核、視床、海馬、小脳半球の各
部位における rCBF 値を自動的に算出した後、小脳半球以外の rCBF を小脳半球の rCBF で除した
比の値（相対的局所脳血流値）を求め、この値を両群間で比較した。なお、本研究の内容については、
本人及び家族に十分に説明した上で、文書にて同意をえた。 
【結果】ND 群に比べ D 群では、左側脳梁辺縁における相対的局所脳血流値が有意に低下していた
（p＜0.05）。その他の部位では両群間において有意差を認めなかった。 
【結論】DAT 患者における左側脳梁辺縁（上前頭回、内前頭回、傍中心小葉回、前帯状回、梁下回、
眼窩回、直回を含む）の血流低下とうつ症状が関連していることが示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
アルツハイマー型認知症（DAT）患者においてうつ症状は頻度が高いが、臨床的評価が困難となる
ことが多い症状の一つである。DAT 患者のうつ状態の生物学的基盤は明らかではないが、うつの存
在や重症度を示す客観的な指標があれば、臨床上有用である。今回、我々は、脳血流 SPECT 画像全
自動 ROI 解析プログラム（3DSRT）を用いて DAT 患者におけるうつ症状と局所脳血流（rCBF）の
関連性について検討した。 
対象は、DSM-IV にて DAT と診断され、抗うつ薬、選択的アセチルコリンエステラーゼ阻害薬を
服用していない患者（n=35）である。全患者に対し、Neuropsychiatric Inventory （NPI）、
Tc-99m-ECD SPECT 検査を施行した。DAT 患者のうつ症状の評価については NPI の不快/うつ項目
を用いて行い、うつ症状が合併するとされた群（D 群：n=17）と、うつ症状を合併しないとされた
群（ND 群：n=18）に分類した。全患者の SPECT 画像を、3DSRT を用いて解析し、両側の脳梁辺
縁、中心前回、中心、頭頂、角回、側頭、後大脳、脳梁周囲、レンズ核、視床、海馬、小脳半球の各
部位における rCBF 値を自動的に算出した後、小脳半球以外の rCBF を小脳半球の rCBF で除した
比の値（相対的局所脳血流値）を求め、この値を両群間で比較した。なお、本研究の内容については、
本人及び家族に十分に説明した上で、文書にて同意をえた。 
ND 群に比べ D 群では、左側脳梁辺縁における相対的局所脳血流値が有意に低下していた（p＜
0.05）。その他の部位では両群間において有意差を認めなかった。 
DAT 患者における左側脳梁辺縁（上前頭回、内前頭回、傍中心小葉回、前帯状回、梁下回、眼窩回、
直回を含む）の血流低下とうつ症状が関連していることが示唆された。 
以上の研究は、アルツハイマー型認知症患者のうつ症状と左側脳梁辺縁の血流量低下との関係を示唆
したもので、今後アルツハイマー型認知症患者のうつ症状の病態解明や治療に寄与する点は少なくな
いものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
 
